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３人に１人が
高齢者となる社会に

２０４５年頃には足立区でも 約３人に１人 が６５歳以上に

出典：足立区人口ビジョン・総合戦略（平成29年2月）（各年1月1日時点）

＜足立区総人口＞

2030年頃 ６８万人

2045年頃 ６３万人

足立区の高齢化予測

足立区の高齢化率 25.8% 東京23区中 １位 （令和4年8月現在）

高齢社会対策

５万人【減少】

＜足立区高齢者数＞

2030年頃 １７万人

2045年頃 ２１万人

４万人【増加】



都民の意識 （出展：保健医療に関する世論調査（東京都政策企画局）令和５年２月）

36.2％

29.0％

58.1％

0.2％

● 都民の３４．０％が長期の療養が必要になった場合、自宅で療養を続けたいと思っている
● 一方、そのうち５８．１％は実現が難しいと思っている。

① 家族に負担をかけるから ７０・７％
② 急に病状が変わったときの対応が不安だから ４６．５％
③ 在宅医療や在宅看護でどのようなケアを受けられるかわからないから ３４．１％

自宅療養が難しいと思う理由

そう思う

そう思わない

わからない
可能だと思う

難しいと思う

わからない



１ 足立区 高齢者実態調査速報値

（問）あなたは人生の最後をどこでむかえたいですか？

１位 自宅で迎えたい

２位 介護施設で迎えたい

３位 医療機関で迎えたい

４２．３％

３．８％

１３．６％

在宅療養体制の整備と普及啓発の重要性が高まっています。

２ 東京都地域医療構想推計

在宅医療（訪問診療）の必要量

平成２５年 令和５年１．５倍



～在宅療養入門～
リーフレットをご覧ください



足立区在宅療養支援窓口

チラシをご覧ください



「ＭＣＳ」とは？

①無料で使える

②操作が簡単

③一般の利用者が

利用できる

①無料で使える

②操作が簡単

③医療・介護職専用（登録）

非公開型（招待・承認）

ＭＣＳは、
ＰＣ・スマホ・
タブレット等

様々なデバイ
スに対応！



【 在宅療養中の高齢者などについての関係者間での情報共有 】
「患者グループ」（※）に参加し、そこに情報を書き込むことで、個別に連絡 しなくても関係者間で情

報共有できます。※患者グループ：特定の高齢者に関係する主治医、ケアマネジャー、介護事業者など
限定のチャットルーム（タイムライン表示）

【 容易な多職種連携 】
電話やFAXなどの情報連携でかかっていた手間と時間を短縮できます。書き込みが時

系列で残り、忙しいときは後で見たり、見返すこともできます。

【 全国の同じ職域や地域の医療・介護関係者とのコミュニケーション 】
メディカルケアステーション内の「コミュニティ」に参加することで、地域、 専門性、
疾患などの様々なテーマや目的を持った全国の医療・介護関係者と意見交換が
でき、相談したり情報収集することができます。

【 職場内での業務に関する情報共有 】
職場のメンバーで業務に関するグループを作成し、情報共有をすることができ
ます。また、登録されている職員に個別にメッセージを送ることができます。

医療・介護現場がリアルタイムでつながる多職種連携ツールです。厚生労働省が定め
るガイドラインに準拠しており、非公開型ＳＮＳ（招待・承認制）であるため、高度なセキュ
リティ基盤を構築しています。

１ メディカルケアステーションとは ？

２ メディカルケアステーションでできることは ？




